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教育目標 ＝ 高い志と思いやりの心をもつ，たくましい生徒の育成＝
目指す生徒像 ◎高い志をもち，本気で学ぶ生徒 ◎思いやりのある生徒 ◎心身ともにたくましい生徒

師走に入り，寒さも本格的になってまいりました。１２月１日（火）には，県西教育事
務所の先生方が来校され，授業や清掃の様子を参観しました。子供たちの頑張っている姿
を見て「落ち着いた中で一生懸命取り組んでおり，大変素晴らしい」とお褒めの言葉をい
ただきました。
子供たちの活躍では，美術部３年生の杉浦朝陽さんが，全国小中学生宇宙の日作文絵画
コンテスト絵画の部で「最優秀賞」を受賞しました。また，２年生の泉日和さんが，茨城
県牛乳消費拡大事業ポスターコンクールで「県知事賞」を受賞しました。全国・県での受
賞で大変素晴らしく感激しています。おめでとうございます。
１２月７日（月）には，弁護士の関健太郎先生を招くとともに，下館西中学校区の小学
校の代表児童にも参加していただき「いじめ防止フォーラム」を実施する予定です。西中
学校区のすべての児童・生徒が「思いやり」をもって「友達と仲良く・楽しく生活する」
ことができるように，西中学校区から「いじめを根絶したい」と思います。どうぞよろし
くお願いいたします。
今年も残り１ヶ月弱となりました。有終の美が飾れるように，残りの１ヶ月を充実させ
てほしいと思います。特に，１２月８日（火）には中間テストがあります。今までの「学
習への取組」を振り返り，毎時間集中して授業に臨むとともに，今まで苦手だったところ
やできなかったところに積極的に取り組んでほしいと思います。さらに，西中の５つ行動
目標である「時間」「あいさつ」「服装」「清掃」「言葉づかい」の徹底をめざし，けじ
めのある生活を心がけてほしいと思います。３年生は「私立高校の受験」があります。高
い志をもちながら，今後の学習や学校生活を充実させ，さらに，自分の力や可能性を伸ば
してほしいと思います。
現在，新型コロナウイルスの感染が拡大しています。引き続き，不要不急の外出や三密
を避け，新型コロナウイルスやインフルエンザの感染予防に心がけください。
保護者・地域の皆様には，今年１年間，本校の様々な教育活動にご理解とご協力をいた
だき大変ありがとうございました。今後も，全教職員で力を合わせ「学校教育目標」の具
現化，及び「信頼される学校づくり」等のために努力していく所存です。引き続き，保護
者・地域の皆様の温かなご支援とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

☆12月の完全下校時刻 １６：５０
☆ 1 月の完全下校時刻 １７：００

１２月７日（月）学校支援ボランティア
１月8日（金） あいさつ運動

３日(木) 実力テスト（3年生）
４日(金) 新入生説明会･B日課
７日(月) いじめ防止フォーラム
８日(火) 中間テスト

１１日(金) 福祉体験学習（1年生）
２１日(月) 実力テスト（3年生）
２４日(木) 第２学期終業式

８日(金) 第３学期始業式
避難訓練

１２日(火) まとめのテスト（３年生）
２０日(水)～２７日（水） 三者面談・

二者面談･Ｂ日課5時間
２２日(金) Ｃ日課・英語検定
２８日(木) 実力テスト（３年生）

生徒のストレス等の不安や悩み等

に関し，相談窓口〔24時間子供SOS

ダイヤル(0120-0-78310)〕があ

りますのでご活用ください。また，学

校でも相談に応じますので，心配事等

がありましたら，学校代表（0296-

28-0404）までご連絡ください。

11月 14日より行われました三者面談では，お忙しい中，学校に足を運んでいただきまして

ありがとうございました。３年生は，進路に関わる重要な面談でしたが，それぞれが今後の進

路を考えるよい機会になりました。また，１，２年生におきましても，家庭での生活の様子を教え

ていただいたり，学校生活について気になっていることなど多数のご意見をいただいたりと，

有意義な面談となりました。いただいたご意見を元に今後の学校運営に生かしていけるよう努

力していきたいと思います。今後とも保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

１１月２日（月）は３年生の那須方面への遠足でした。
茶臼岳登山では，足場の悪い中，みんなで声をかけ合いながら楽しく登ることかでき

ました。頂上に着いたときは，疲れた中でも充実感がわいてきました。那須ハイランドパ
ークでは，小雨が降る中でしたが，グループでアトラクションに乗ったり，昼食をとった
りと仲間との絆を深めました。とてもいい思い出に残る遠足となりました。



１１月１１日（水）に笠松運動公園に
おいて第３４回茨城県中学校駅伝競走大
会が行われました。８名の女子生徒が参
加しました。最終順位は５８校中３５位
でした。県西地区内では３番目の記録で，
県西地区大会で西中より上位であった学
校を３校上回る成績となりました。
西中ＰＲＩＤＥを見事発揮してくれま

した。応援ありがとうございました。

シトラスリボンプロジェクトは，コロナ禍で生まれた差別，
偏見を耳にした愛媛県の有志が作ったプロジェクトです。愛媛
特有の柑橘にちなみ，シトラス色のリボンや専用ロゴを身に付
け，「ただいま」「おかえり」の気持ちを表す活動を広めていま
す。リボンやロゴで表現する３つの輪は地域と家庭と職場（学
校）です。

現在，県内でも感染が拡大しており，下館西中学校でも，い
つ生徒，保護者や家族が感染するか分からない状況です。感染
した人が学校に戻って来やすい雰囲気作り，コロナ感染者を批
判しない学校作りをしていきたいと考えています。
クラスメイトが感染したら，部活動の仲間が感染したら，西

中の先生が感染したら，自分が感染したら…どんなメッセージ
や言葉をかけたいか（かけてほしいか），どんなことを言って

もらうと不安が解消するか…を各自考えながらメッセージカードに記入しました。

１１月９日（月）は早朝から，１，２年生の代表者による
出身校あいさつ運動（川島小学校・五所小学校・伊讃小学校）
が行われました。
今回は，人数を制限しての取組でしたが，西中生の元気な
あいさつによって，月曜日の朝を気持ちよく迎えることがで
きました。

美術部では，今年度，制作時間の確保が
難しい中，集中して作品づくりに取り組み
今回２つのコンクールで最優秀賞を受賞し
ました。

・茨城県牛乳消費拡大事業 ポスターコンクール
最優秀賞 県知事賞 ２学年 泉 日和さん

・「宇宙の日」記念行事 全国小・中学生作文絵画コンテスト
絵画の部・中学生部門 最優秀賞 ３学年 杉浦 朝陽さん

11 月 27日に行われた小中連携会議で代表生徒が発表した生徒作文です。

「前期を振り返って」 １年 飯島 愛珠さん

４月，私達は下館西中学校に入学しました。笑顔で迎えた入学式でしたが，その翌日から
は，新型コロナウイルスによる長い休校。現在も”新しい生活様式”という特別な制限があり
ますが，みんなで協力して，楽しく学校生活を送ることができています。
振り返ると，あっという間に終わった前期でしたが，学習面と部活動面に力を入れて取り
組むことができました。
学習面では，その日のうちにしっかりと復習をするようにしました。また，中間テストや
期末テストに備え，ノート作りを工夫しています。授業で先生が書いたものの他に，言った
ことや自分の思ったことも書き込むようにし，オリジナルノートを作るようにしました。し
っかり授業を受け，自分で考える習慣がつき，より深く理解できるようになりました。
部活動面では，卓球部に入部し，基本的なフォームや動き方，ラケットを持つ手の角度な
ど，細かく丁寧に指導していただきました。限られた時間を生かすため，いつでも試合を意
識して練習に取り組んでいます。これからも仲間とお互いに励まし合い，時にはよきライバ
ルとして競いながら，先輩方のように強くなっていけるよう努力していきます。
後期も毎日が充実し，あっという間です。今は一年生の私達も，４月には新１年生が入学
し先輩になります。私達を優しく迎えてくださった先輩方のように，後輩に優しい心配りが
できるようになりたいです。日々の努力の積み重ねを大切にし，これからもみんなでともに
成長していきたいと思います。

「セカンドステージ レベルアップ」 ２年 杉田 佑月さん

いつもと違った春の訪れ。ほんの数人しかいない教室。４月６日新しい仲間と初の出会い
は，とてもさびしいものでした。
今年は新型コロナウイルスの影響で午前・午後の分散登校を経て，６月８日にはじめて全
員が教室にそろいました。私は学級委員長になりましたが，コロナの影響でスタートするの
が遅かったこともあり，学級の新しいメンバーの中で活動できるか不安でした。最初は，教
室の電気を早めに消すなど，時間の意識を高める雰囲気作りを心掛けていましたが，呼びか
けをすることができませんでした。しかし，勇気を出して呼びかけをし，それを聞いた周り
の友達が協力して呼びかけてくれたので，学級全体で時間を見て行動することができました。
私が所属している管弦楽部では，８月のＴＢＳコンクール，１０月の演奏会などの行事が
中止になってしまいました。今までお世話になってきた３年生と皆の前で演奏する機会が減
り，三密を避けるため，離れて個人練習することが多くなりました。当たり前でない日常の
中で，全員で音を奏でることの難しさを感じる一方，皆で一つの曲を創り上げることの素晴
らしさやありがたさを実感しました。
後期に入り，私は来年の受験の準備期間として今までよりも勉強に力を入れていきたいと
考えています。前期は計画的に課題をおわらせることができましたが，学習内容がかたよっ
ていたので，今は毎日の自学ノートの内容などをしっかり考えて取り組んでいます。
そして，３年生が先頭に立って引っぱってきてくださったこの西中をの伝統を引き継ぎ，
２年生全体が西中の柱として活躍していけるよう，よりレベルアップしてセカンドステージ
を充実させていきたいです。

「前期を振り返って」 ３年 和久 美月さん

３月から，新型コロナウイルスの影響で，私たちは学校に行くことができなくなりました。
休校中は，あと１ヶ月，クラスメートと楽しく過ごしたかったと思ったり，いつまで休みが
続くのだろう，中学生として最後の行事はできるのだろうか，と考えたりと，とても不安な
毎日でした。
４月，５月は分散での登校でしたが，６月に入ってからは，全員で学校生活を送れるよう
になりました。今までとは違う形でしたが，学校行事も実施することができました。私は，そ
れぞれの行事ができることに感謝しながら，準備や本番の演技に一生懸命取り組みました。
特に印象に残っていることは輝夢祭です。合唱コンクールで，私たちのクラスは，「友～旅立
ちの時～」を歌いました。私は伴奏者として，曲を盛り上げられるように，精いっぱい演奏し
ました。その結果，クラスで銀賞，そして私も最優秀伴奏者賞を取ることができました。本番
で，今まで練習してきた事を発揮できたので，とても嬉しかったです。さらに最優秀伴奏者
賞は３年連続でいただくことができ，嬉しかったです。
また合唱コンクールの他にも，インタラクティブフォーラムの発表や管弦楽部の発表，ク
ラス発表を準備から本番まですべて楽しんで行うことができました。
私は前期の学校生活，行事を通して，いつも通り，楽しく学校で生活できることが，どれだ
け嬉しいことかを実感することができました。これからは，受験生として，絆が深まったみ
んなと支え合いながら，学習をさらに頑張っていきたいです。


